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日

月 五 年 和 昭
_■4
ハ

「
山
岳
」
の
記
事

本
含
の
機
関
雑
誌

「
山
岳
」
の
内
容
を

み
る
と
本
欄
雑
録
を
通
じ
て
登
山
紀
行
登

山
記
録
が
そ
の
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
。

紀
行
記
録
も
と
よ
り
結
構
で
あ
る
。
狭
い

こ
の
日
本
の
回
の
中
だ
け
で
も

一
生
か
ヽ

つ
て
登
り
き
れ
な
い
程
澤
山
の
山
が
あ
る

の
だ
か
ら
、
多
く
の
人
は
日
本
国
内
の
山

で
も
そ
の
大
部
分
に
紙
上
登
山
で
も
つ
て

滞
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ｏ

ら

「
山
岳
」
誌
上
に
登
山
記
の
多
い
の

者
に
と
つ
て
嬉
し
い
事
な
の
で
あ
る
。

然
し

「
山
岳
」
誌
上
で
取
扱
は
れ
得
べ

き
も
の
は
登
山
記
以
外
に
ま
だ

な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
ｏ

ふ
る
い
「
山
岳
」
を
引
張
り
出
し
て
讚
ん

で
ゐ
る
と
近
年
は
誌
上
に
見
掛
け
な
い
や

な
記
事
が
時
々
牧
載
さ
れ
て
ゐ
る
の
に

ｏ
も
ち
ろ
ん
登
山
熱
の
振
興
が

山
岳
含
の
大
き
な
使
命
で
あ
つ
た
昔
と
、

が
普
及
Ｌ
過
ぎ
た
か
の
観
が
あ
り
．

ま
た
登
山
の
形
態
の
著
し
く
憂
化
し
て

た
今
日
と
は
、「
山
岳
」
に
現
は
れ
る

の
自
ら
異
る
の
は
営
然
過
ぎ
る
事
で
あ
る

、
な
る
ほ
ど
以
前
は
こ
ん
な
記
事
の
載

つ
た
こ
と
も
あ
る
の
か
と
い
ふ
や
う
な
も

の
を
拾
ひ
上
げ
て
み
る
の
も
無
駄
で
は
あ

る
よ
い
。
先
輩
達
の
手
を
着
け
た
仕
事
を

い
た
め
に
も
、
私
達
出
に
登
ろ
も

の
の
規
野
を
廣
く
す
る
た
め
に
も
．
埋
れ

に
再
生
さ
せ
る
た
め
に
も
。

そ
こ
で
過
去
十
五
年
の
「
山
岳
」
の
中
か

ら
氣
の
つ
い
た
も
の
を
摘
記
こ
て
み
る
ｃ

け
地
質

・
地
形
に
開
す
る
も
の

山
岳
の
成
囲
に
就
て
・
小
川
琢
治

（
一
ノ

會 岳 山 本 日 6

一
）
日
本
ァ
ル
プ
ス
と
饒
往
の
水
河

・
辻

村
大
耶

（
六
ノ
三
）
山
の
生
ひ
■
ち
ｏ
同

人

（十
二
ノ
一
）
山
岳
諸
相

・
同
人

（
十

四
ノ
一
）
火
山
の
地
形
・
大
橋
良

一
（
六

ノ
三
）
日
本
ア
ル
プ
ス
と
高
年
雪
の
関
係

小
島
烏
水

（
六
ノ
三
）
山
の
形
に
就
て
・

山
崎
直
方

（
七
ノ
三
）
登
山
者
の
地
質
學

素
養

・
紳
保
小
虎

（九
ノ
ニ
）
黒
部
川
下

．廊
下
よ
り
得
た
る
地
形
上
の
観
察

・
田
中

薫

（
二
十
三
ノ
一
）
北
海
道
中
央
高
地
の

地
學
的
研
究

・
小
泉
秀
雄

（十
二
ノ
ニ
及

一二
）
。

口
湖
沼
研
究
・

湖
沼
研
究
の
趣
味

・
田
中
阿
歌
麿

（
一
ノ

一
）
湖
沼
研
究
の
一
例
と
し
て
の
箱
根
芦

ノ
湖

（
一
ノ
三
及
三
ノ
ニ
）

ハ
動
植
物
に
開
す
る
も
の

高
山
植
物
の
學
術
的
研
究

・
三
好
學

（
一

ノ
一
）
白
馬
岳
植
物
探
集
案
内

・
小
川
築

魚
史

（
三
ノ
一
）
稀
有
の
高
山
鳥

「
や
い

ろ
つ
ぐ
み
」
・
内
田
清
之
助

（
六
ノ
一
）

高
山
植
物
に
就
き
て
・
志
村
烏
嶺

（
七
ノ

三
）
高
山
植
物
の
研
究

・
武
田
久
吉

（十

二
ノ
一
）
高
山
植
物
検
索
便
覧

・
同
人
（ｔ

一
ノ
三
）
日
本
の
高
山
蝶

・
渡
正
監

（
二

＋
上
ニ
ノ
一
）
。

こ
篤
具
に
開
す
る
も
の

山
岳
篤
員

・
高
野
鷹
蔵

（
七
ノ
ニ
及
三
）

山
地
に
於
け
る
ナ
ー
ト
ク
ロ
ー
ム
撮
影
に

就
て

・
加
藤
精

一
（
九
ノ
一
）
。

ホ
気
象
に
開
す
る
も
の

高
庭
の
気
象
現
象
に
就
て
・藤
原
嶼
李
（
十

ｍ
【
ノ
一二
）
。

へ
考
證

山
民
の
生
活

・
柳
田
回
男

（
四
ノ
三
）
百

七
十
五
年
前
の
木
曾
駒
ケ
岳
登
山
記

（
五

ノ
一
）
百
十
年
前
の
富
士
登
山
記

・
笠
間

も
し
そ
れ
雑
録
鯛
に
ま
で
及
ぷ
な
ら

へ
七
ノ
一
）
博
説
及
奮
記
に
現
は
れ
た

ば
、
更
ら
に
多
方
面
の
記
事
を
見
出
し
得

る
赤
城
山
・
開
日
泰

（
七
ノ
ニ
）
際
れ
た

る
。
山
案
内
の
養
成
、
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
の

る
山
岳
研
究
家

・
牧
量
雅

（
八
ノ
ニ
）
山

編
暴
、
山
岳
語
彙
の
蒐
集
な
ど
に
開
す
る

記
・
開
口
泰

（九
ノ
ニ
）
日
本
山
岳

も
の
は
も
と
よ
り
、
博
説
＝
碑
を
扱
へ
る

史
料
・
高
頭
式

（
十
ノ
一
）
武
蔵
通
志
山

一も
の
、
山
名
の
考
證
を
試
み
た
る
も
の
ゝ

登
山
道
徳
を
高
唱
せ
る
も
の
な
ど
、
賞
に

興
味
深
き
記
事
は
摯
ぐ
る
に
違
な
い
ほ
ど

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
近
年
に
至
つ
て
ど
う
も
こ
の

種
の
記
事
が
だ
ん
ノ
ヽ
少
く
な
つ
て
き
た

や
う
な
気
が
す
る
。
山
に
攀
づ
る
こ
と
そ

れ
の
み
に
、
登
山
者
の
心
が
惹
か
れ
て
ゐ

る
た
め
な
の
で
あ
ら
う
か
ｃ
そ
れ
と
も
「
山

岳
」
に
寄
稿
さ
れ
す
ｂ
他
の
誌
上
に
資
表

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
つ
た
の
で
あ
ら
う

。
河
田
熊

（
十

一
ノ
一
）
雁
ケ
腹
招

考

・
武
田
久
吉

（
十
三
ノ
三
）
山
に
対
し

て

・
別
所
梅
之
助

（
九
ノ
一
）
山
と
日
本

人
と
・同
人

（十
六
ノ
一
）
神
流
川
雑
藁
ｏ

高
畑
棟
材

（
二
十
四
ノ
三
）
峠

・
大
島
亮

甲
斐
山
岳
の
形
態
美

・
小
島
烏
水

（
ニ
ノ

三
）
日
本
北
ア
ル
プ
ス
風
景
論

・
同
人
（
五

ノ
三
）
山
岳
崇
汗
論
・
同
人

（
八
ノ
一
）

檜
書
の
題
材
と
Ｌ
て
山
岳
の
出
現

・
同
人

吉

（
二
十
五
ノ
ニ
）
。

卜
論
説

（
八
ノ
ニ
）
上
高
地
風
景
保
護
論
・
同
人

（
九
ノ
三
）
祀
國
山
川
森
林
の
荒
崚

・
南

方
熊
楠

（
六
ノ
三
）
森
林
濫
伐
と
山
川
の

荒
腹

・
同
人

（
七
ノ
一
）
山
岳
と
哲
學
的

精
神
。
鹿
子
木
員
信

（
十
ノ
一
）
日
川
漢

谷
の
濫
伐
と
保
護
運
動

・
武
田
久
吉

（
二

キ
ー
ノ

ニ
）
。

チ
雪
、
雲
崩
に
開
す
る
も
の

高
根
の
雪
・
山
崎
直
方

（
一
ノ
一
）
乾
燥

雲
崩

・
藤
田
信
道

（
二
十
五
ノ
三

。ヽ

り

共

他

山
岳
篤
生
に
就
て
・
大
下
藤
次
郎

（
五
ノ

一
）
目
分
量
程
度
の
測
量
・
梅
澤
親
光
（
五

ノ
一
）
第

一
回
ア
ル
プ
ス
横
断
飛
行

上
鵬

尾
昇
続
課

（
六
ノ
一
）
。

以
上
に
本
欄
の
み
に
就
く
描
録
し
た
の

で
あ
る
が
そ
れ
で
も
四
十
餘
稿
の
多
き

１１

達
し
ｂ
記
事
の
封
象
も
多
岐
多
様
に
亘
つ

て
ゐ
る
。

一か
。
或
は
い
つ
と
も
な
く
論
説
や
考
證
や

研
究
が
、

「
山
岳
」
か
ら
遠
去
か
つ
て
い

つ
た
の
で
あ
ら
う
か
ｏ
ス
に

「
山
岳
に
は

…
…
」
と
い
ふ
謙
譲
か
ら
来
た
も
の
で
あ

ら
う
か
。
い
づ
れ
に
し
て
も
ゝ
私
は
も
つ

と
紀
行
記
鉢
以
外
の
も
の
が
、
誌
上
に
曇

表
さ
れ
る
事
を
希
望
す
る
と
同
＝
に
↓
山

岳
」
に
包
容
さ
れ
得
べ
き
廣
き
分
野
の
残

こ
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
想
ふ
ｏ

ま
た
第
六
年
第
七
年
の
頃
行
は
れ
た
野

呂
、
田
代
雨
川
の
分
水
嶺
に
就
て
き
或
は

白
峰
三
山
に
就
て
の
や
う
な
．
甲
論
乙
駁

と
い
ふ
議
論
も
、
遠
慮
な
く
行
は
る
べ
き

で
あ
る
と
思
ふ
。
ど
う
も
た
頃
の
「
山
岳
」

は
Ｄ
窮
風
な
感
ど
が
し
て
な
ら
な
い
ｏ
い

ま
少
し
、
り
つ
た
り
し

，
気
分
が
欲
し
い

と
思
ふ
。

一
九
二

一
・
四

上
二
　
藤
島
　
敏
男

Ｕ

７
ハ

ｈ
Π
ＨＨ

一
Ｉ

一
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林
と
野
の
會
々
報
４

同

上

會

日
本
登
高
會

同

東
京
山
彦
山
岳
會

東
京
ア
ル
カ
ウ
會

大
阪
管
見
池

開
東
山
岳
會

戸
畑
山
岳
會

飛
騨
奥
壇
會

干」

飛
騨
史
壇
　
十
ノ
六

會
員
ホ
村
錨
吉
氏
寄
贈
書
目

＞
ぼ
Ｆ
ｏ
∽
江
Ｆ
”
り　
　
　
　
＞
ｏ
Ｆ
●
●
●

．ｄ
ヽ
Ｆ
ｒ
∽
Ｆ
”
】●
Ｚ
Ｏ
【■

，
Ч
”
口
●

Ｆ
”
り
】”
●
●
　
げ
て
Ｈ・
一田
・
召
・ヽ
『
●
澪
０
●
０

阿
蘇
山
の
地
學
的
研
究

岩
崎
　
重
三

角
田
　
政
治
著

有
田
保
太
郎

東
遊
記
　
橘
南
鉛
著
　
　
　
衛
榮
堂
曇
行

西
遊
記
　
　
同
　
　
　
　
　
同

地
震
　
ニ
ノ
十
二
及
三
ノ
一
・
二

山 會 管 旅 山 登 會

岳 報 見  彦 高 報

隆
地
測
量
新
刊
地
固
目
録

鐵
道
補
入
版

（
十
三
面
）

二
萬
分

一
地
形
固
　
高
知
近
傍
１４
（家
俊
）

二
萬
五
千
分

一　
仙
皇
近
傍
１
（
小
野
）

４
（
松
島
）

５
（塵
亀
）

甲
府
近
傍
１２
（
市
川
大
門
）

奈
更
近
傍
９
（
櫻
井
）

紳
戸
及
明
石
海
峡
近
傍
″
（
有
馬
）

五
萬
分

一
地
形
日
　
旭
川
１
（
石
狩
留
邊

志
部
）

６
（営
麻
）

京
都
及
大
阪ヽ
２
（京
都
東
北
部
）

松
山
Ｈ
（長
濱
）

五
蔦
分

一
都
市
近
郊
日
　
京
都
近
郊

二
十
萬
分

一
帝
回
日
　
岡
山
及
丸
亀

修
正
版
（
九
面
）

二
萬
五
千
分

一　
大
壼
近
傍
１
（家
島
）

四
月
琥

創 八 録 同
ノ

京
都
近
傍
６
（京
都
東
北
部
）
７
（京
都
東

南
部
）

五
萬
分

一
地
形
固
　
東
京

３
（
東
京
東
南

部
）

松
山
１４
（室
津
）

中
津
１
（室
積
）

５
（
野
島
）

９
（宇
部
東

部
）

五
萬
分

一
朝
鮮
地
形
固
　
餞
原
９
（
洗
浦
）

五
萬
分

一
地
形
固

蔓
北
５
（富
貴
角
）

蘇
澳
５
（
濁
水
）

一
萬
分

一
都
市
近
郊
固
　
京
都
近
郊

三
角
及
水
準
測
量
成
果
表
（十
五
面
）

高
田
８
（
岩
管
山
）

Ｈ
（飯
山
）

１４
（高

田
西
部
）

熊
本
９
（
佐
賀
）

甲
府
１３
（高

速
）

高
山
１５
（
飛
騨
古
川
）

岐
阜
１４
（今

庄
）
飯
田
９
（
御
嶽
山
）
宮
崎
１３
（
紙
屋
）

９
（宮
崎
）

１０
（
折
生
迫
）

Ｈ
Ｄ
（
領
肥
っ

都
井
岬
）

新
潟
１０
（津
川
）

富
山
Ｂ
ｌ４

（
宇
出
津
、
小
日
瀬
戸
）

調
岡
山
岳
餃
話
會

四
月
十
一
日
夜
縣
立
日
書
館
機
上
に
於

て
第
二
回
會
合
を
行
ひ
．
郷
土
史
家
木
下

讃
太
郎
氏
よ
り
大
野
山
城
の
話
を
臨
く
。

営
日
来
會
者
十
七
名
。

北
ア
ル
プ
ス
に
ス
キ
ー
コ
ロ
ス
と
山
小

屋
の
計
割

常
念
小
屋
主
人
山
田
利

一
氏
よ
り
の
通

信
に
よ
る
と
、
烏
川
登
山
口

一
の
澤
の
奥

に
完
全
な
ス
キ
ー
、
Ｌ
ユ
ツ
テ
を
建
設
し

ス
従
来
の
常
念
、

一
の
股
雨
小
屋
に
大
吹

造
を
加
へ
、
次
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
迄
に

は
完
成
す
る
由
。
台
ス
キ
‥
コ
ー
ス
は

一

の
澤
よ
り
常
念
へ
ゝ
そ
れ
よ
り

一
の
股
を

下
り

中ゝ
山
乗
越
よ
り
二
の
胆
谷
を
下
り
、

一
の
股
を
経
て
上
高
地
に
到
る
も
の
で
あ

る
。
完
全
な
冬
季
の
使
用
を
目
的
と
し
た

山
小
屋
の
多
く
な
る
事
に
喜
ば
し
い
。
筒

一
の
股
小
屋
は
六
間
四
方
三
階
建
欧
風
丸

木
造
り
と
な
し
、
風
呂
ゝ
乾
燥
室
も
作
る

計
劃
で
あ
る
ｏ

ス
、
横
尾
谷
へ
入
る
新
ら
し
い
林
道
の

報
告
も
あ
る
。

一
の
般
の
十
町
程
下
流
よ

り
樹
尾
谷
と
の
尾
根
―
丸
山
の
鞍
部
を
越

ゆ
る
林
道
は
本
年
開
通
の
豫
定
の
由
。

立
山
案
内
人
組
合
長
の
更
迭

立
山
の
登
山
口
芦
眸
寺
の
案
内
人
組
合

長
は
佐
伯
暉
光
氏
で
あ
つ
た
が
。
今
般
選

基
の
結
果
佐
伯
八
郎
氏
が
就
任
し
た
。

新
鹿
澤
　
香
草
　
芳
ケ
平
　
澁
峠
　
熊

の
湯
　
志
賀
高
原
　
湯
田
中

一
月
二
日
午
後
二
時
五
十
分
曇
信
越
線

に
て
上
田
へ
行
き
、
扉
前
の
放
館
に
一
泊

笠
四
日

（
快
晴
）
午
前
六
時
四
十
分
上

田
残
の
温
電
で
員
田
乗
替
へ
土
合
迄
行
き

夏
に
澁
澤
行
の
パ
ス
を
待
つ
間
に
連
れ
に

な
つ
た
、
大
屋
の
窮
員
屋
さ
ん
と
雪
が
少

な
い
の
で
ス
キ
ー
を
指
ひ
で
鳥
居
峠
を
越

へ
ま
し
た
。

峠
よ
り
上
州
側
へ
少
Ｌ
降
つ
た
所
で
遇

然
に
も
田
部
氏
に
回
遇
致
し
ま
Ｌ
た
が
山

中
の
事
と
て
非
常
に
懐
か
し
く
感
じ
ま
し

た
。古

永
井
よ
り
近
道
を
取
つ
て
正
午
頃
新

鹿
澤
の
宮
崎
旅
館
に
到
着
、
既
に
先
著
の

會
員
柳
澤
、
辻
の
雨
氏
と
合
す
る
事
を
得

ま
し
た
ｏ

五
日

（
晴
）
絡
日
練
管

六
日
午
前
十

一
時
頃
前
記
雨
氏
と
降
雲

を
胃
し
て
出
残
、
田
代
を
経
て
嬬
懸
塀
に

出
で
草
滝
電
鐵
の
御
厄
介
に
な
り
て
草
津

に
至
り
更
に
香
草
温
泉
に
向
ひ
ｂ
漸
く
午

後
五
時
牛
頃
到
着
し
ま
し
た
ｏ

七
日

（
快
晴
）
午
前
八
時
香
草
出
残
毒

水
附
近
よ
リ
ア
ザ
ラ
ン
を
附
け
、
芳
ケ
平

で

一
体
み
し
て
か
ら

一
気
に
澁
峠
へ
登
リ

ま
し
た
ｏ

峠
の
眺
望
は
責
に
申
分
な
く
稀
に
み
る

快
晴
に
て
男
髄
よ
り
苗
場
ま
で
の
諸
峰
を

全
く
手
に
取
る
様
に
眺
め
得
る
事
が
出
来

横
手
の
南
斜
面
を
へ
つ
つ
て
か
ら
熊
の
湯

へ
の
滑
降
は
賓
に
小
氣
味
の
好
い
骨
項
で

一
し

，
１

０

一　
―

一　
八
日

（
雪
）
午
前
十
時
頃
熊
の
湯
出
残

李
床
、
九
山
を
経
て
九
池
の
ヒ
ユ
ソ
テ
に

立
寄
り
、
沓
打
茶
屋
か
ら
下
は
非
常
に
雲

が
少
な
く
所
々
石
が
出
て
居
る
の
で
止
む

な
く
ス
キ
ー
を
捨
ひ
で
澁
は
素
通
り
、
湯

田
中
の
湯
元
旅
館
へ
は
午
後
六
時
頃
着
ｂ

笠
九
日
蹄
京
致
し
ま
し
た
ｏ

一
九
二

一
、

一
、

一
〇
　
松
本
　
善
二

五
色
・
青
木
小
屋
よ
り

吾
妻
の
山
を
す
こ
し
歩
き
た
い
と
思
つ

て
や
つ
て
来
ま
し
た
が
、
毎
日
風
が
猛
烈

昭
和
六
年
二
月
八
日
印
刷

昭
和
六
年
五
月
十
日
礎
行

駐

行

無

鯛

朝

印

刷

人

護

行

断

浦

松

佐

美

太

郎

東
京
市
芝
腱
琴
平
町

一

不
二
星
ビ
ル

日
本

田
岳

會

(鵬印堂明開)

な
の
で
困
つ
て
ゐ
ま
す
ｏ
し
か
し
小
屋
に

人
が
居
な
く
て
押
か
な
生
活
の
出
来
る
の

が
幸
ひ
で
す
。

一
九
二

〓

三
、
二
　
島

田
　
巽

南

駒

よ

り

去
る
二
月
十
八
日
よ
り
四
月
四
日
迄
南

駒
ケ
岳
附
近
に
積
雪
期
登
攀
を
試
み
ま
し

た
。
中
田
切
川
奥
の
岩
小
屋
を
露
替
地
と

し
て
四
月
二
日
空
木
岳
に
登
り
ま
し
た
ｏ

中
腹
以
上
の
積
雪
は
北
ア
ル
プ
ス
に
劣
ら

す
、
急
谷
の
タ
ル
は
全
部
雪
に
理
ま
つ
て

ゐ
ま
し
た
。

一
七
〇
〇
米
以
上
の
谷
底
は

短
ス
キ
ー
の
使
用
が
出
来
ま
し
た
ｏ

小
池
　
文
雄

編

輯

後

記

九
州
の
方
へ
旅
行
し
て
ゐ
て
、
前
艦
の

編
輯
は
角
田
君
の
御
厄
介
に
な
つ
た
。

季
節
が
悪
い
ぜ
い
か
、
原
稿
の
集
り
が

悪
か
つ
すこ
ｏ
も
つ
か
會
報
を
利
用
せ
ら
る

ヽ
事
を
御
願
ひ
Ｌ
度
い
。
殊
に
地
方
の
會

員
か
ら
の
通
信
を
期
待
し
て
ゐ
る
。

英
回
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
攀
隊
（
ヵ
メ
ン
ト
）

は
ｂ
四
月
の
四
日
に
ブ
エ
ニ
ス
を
出
曇
し

て
愈
ヽ
イ
ン
ド
ヘ
向
つ
た
さ
う
だ
。
壮
快

な
報
道
が
や
つ
て
来
る
の
も
間
近
だ
ら
う

夏
の
山
の
混
雑
を
う
る
さ
く
思
は
れ
る

人
は
、
今
が
何
よ
り
の
時
季
だ
ら
う
。
静

か
で
、
山
は

一
番
美
し
い
時
だ
。

山
日
記
も
角
田
君
の
非
常
の
お
骨
折
で

愈
ヽ
出
版
さ
れ
る
。
昨
年
よ
り
は
避
か
に

立
派
な
も
の
が
出
来
上
る
こ
と
ヽ
思
つ
て

ゐ
る
。
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●
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美津濃 9童山創iヒ
IJッグサッグ

山行 に最 も大切な完全無快の

アマ′`一モデノンの登山靴やキ

ス リングモデノンリツクサツタ

等常に豊富に取揃へてござい

ます。

登山靴 ¥10。 00… …¥22。 00

リッタサッタ

¥3。 50.・・...¥11。 50

■
‐ ・

阪

京

戸

大

東

紳

橋

町

通

屋

川

町

淀

小

元
美 津 農

名 古 屋

京  都

大 阪 南

大 須 門 前

四條 大 通

日 本 橋

稿 新 編 全東
京
神
田
駿
河
菫

北
甲
賀
町
四
番
地

あ
づ
さ

梓
　
書
　
房

二

月

十

日

刊

行

敵

躙

暦
、
自
由
日
記
欄

登
山
の
注
意

各
期
登
山
、
雲
崩

服
装
と
用
具

登
山
術
生

山
岳
高
度
表

峠
高
度
表

山
小
屋

・
山
案
内

登
山
日
程
表

山
岳
語
彙

山
岳
文
献
抄

気
象
表
、
度
量
衡

地
固
Ｅ
割

一
覧
表

共
他

電
話
神
田
二
七
七
五
番

振
警
東
京
七
八
六
四
四
番

金

六登

錢園

口」島‐‐可b
“

申金  ■

=」
‖L

員 委 輯 編
及

(者 筆 執 )
順音十五

日

本

山

岳

會

編

一
九

三

一
年

版

至自
渡 松根藤 藤 角木 浦

里里 、_方  田 島 田
誉 俗

オΠttΠ 邊      珈1佐
し一     」=    

」 F~
■しハ        ′H

I賃  
三

~信
敏吉

太
素

月月 漸郎恒道男夫郎郎
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